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日本吸着学会・日本イオン交換

学会連合年会で新しい流れを期待

連合年会日本吸着学会側実行委員長

(大阪府立大学工学部)

吉 田弘之

1997年lO月1Fl側、3[f樹、山梨大学_[!字:官官で、 第

2回のH本吸着学会と日本イオン交換学会の連合王手会

が開催されます。共通テーマは r211世紀の界而現象J

で、 研究発表や特別講演などに熱い議論が集まること

を今から楽しみにしています。

第llE1の連合年会は、 1993年11月sn-6日に開催

されました。共通プログラムとして特別講減と指侍講

演が設けられたり、別倒の会場において並列で進行し

ている・般研究発表にどちらの学会からも参加できる

ようにしたことなどから、参加者数は例年よりかなり

土台え、相互交流と特発の実をあげたと記憶しています。

今回は、より一層の交流を深めるため、①申込先、

参加費払込先および受付を前阿のように分離せず一本

化する、②会期を 3日間にし、 2I~ 問は共通の部屋で

所高学会に無関係に研究発表合おこなう、 3円自のみ

2会場で向学会の研究発表会をパラレJレに進める(も

ちろんどちらの会場にも出入り白出)、③共通テーマに

あった基開講績と特別講演 (4件)を設け同 一会場で

発表していただしなどいくつかの新しい試みを企画

しております。

I段着とは、問体と気体、液体などの流体との接触商

において、流体中の特定成分が濃縮される現象、イオ

ン交換とは、間体表面に悶定されたイオン官能基と対

をなすイオンがVlE体中のイオンと交換する現象と言え

ます。両者の聞には、このようにはっきりとした違い

はもちろんありますが、共通項もかなり多いように思っ

ています。特に、イオン交換体の官能基が弱酸もしく

は弱塩基の場合、情性炭などのポアー表面官能基と類

似した性質を示すことになります。また、活性炭のポ

アーに強酸あるいは強塩基を添着したいわゆる添活-活

性炭は、強酸性樹脂や強塩基性樹脂とよく似た性質を

示します。吸着の専門家が、吸着斉IJとして市販されて

いるものを使って、その現象を吸着現象として解析す

ると何となくしっくりいかないことがあります。このよ

うな場合、イオン交換の考え方を入れると Hから鱗が

部ちるように説明がついたり、解析ができたりするこ

とがあります。同様に、イオン交換の専門家がイオン

交換樹脂を使って、当然のことのようにイオン交換現

象として解析しているが、実はその現象は吸着であっ

たりすることもよくありますe 特に、染料、アミノ酸、

ペプチド、タンパク賀、キ トサン、 フミン質のような

有機性の低3汗や高分子電解質をイオン交換体に吸着

させる場合、イオン交換以外に、静電気的あるいは疎

水的な吸器を考慮し令いと説明がつかないことにしば

しば遭遇します さらに、新しい1投清剤やイオン交換

体を作る場合にはなおさら両方の知識、 ー与え方、解析

手法などカf重要になると思います。

もうすぐ開催される連合年会では、 r21世紀の界面現

象jとして、吸着とイオン交換の興味ある接点が見い

だされるものと確信しています。両学会の多教の会員

の皆様の参加を得、単なる合同研究発表会にとどまら

ず、研究交流や技情交流にまで進展し、さらには両学

会の新しい流れにまで発展していくことを期待してい

ます。

吉凹弘之大阪府立大学工学部化学工学科教授

略歴 1969年 3月 大阪府立大学工学部化学工学科

卒業

1974年 4月 大阪府立大学工学部化学工学科

助手

同上講師、助教授を経て

1995年4月~現職
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日本吸着学会 ・日本イオン交換学会連合年会

第11回日本吸着学会研究発表会・

第13回日本イオン交換研究発表会の御案内

主 催 :日本吸詩学会.1:1本イオン交換学会

協 賛 :化学工学会、環境科学会、高分下学会、資源 ・素材学会、ゼオライト学会、電気化学会、日本

海水学会、臼本化学会、 LI本原子力学会、日本生物工学会、日本分析化学会、日本膜学会、日

本築学会、日本格楳抽出学会、無機マテリアル学会

日 時 :平成9年10月1日(粉-3日制

場 所 :山梨大学工学部 A2号館 (〒400 甲府市武田 4-3-11、TEL:0552-52-1111附)

共通テーマ :i21世紀の界簡現象J
懇 親 会:]0月2門閥 18:00- 山梨大学内会費5，000円

参 加 費 :本会会員、関連学会会員 6，000円
学生 2，000円 非会見 10.000円 (要旨集 l部を含む。予約申込者は1，000円割引)

予約申込締切 :平成9年 9月25日(村

申込み要領 :参加登録費を輿使媛替にて支払のうえ、巻末の参加登録申込舎に必要事項を記入し下記に郵送願います。

〒400 甲府市武田4-3-11

山梨大学工学部化学生物工学科鈴木首宛、1'EL: 0552-20-8558 FAX: 0552-20-8772 

参加費支払方法:郵便振瞥 加入者番号(00220-3-6166)、加入者名 i21世紀の界面現象年会係り」

(法人会貝の方は参加者の個人名を明記して下さい。) なお、 9月25日以降は当日受付にてお支払い下さい。

日本日侵害f学会 ・日本イオン交換学会
連合併究発表会 会場御案内

師同IL
I 

~湯村
映

概略図
」

蓋松本

ゐコ
「

交通案内 東京より :JR中央来線利用 紙得叙発
特急あずさ、かいじ {所~B:fl制約 )1時似140分}
普通1tlli 高尾乗り換え {約2時間30分)
中炎R司法パス手当11m 鋳術wnパスターミ ナル発
中央自動車道路経由 {所要時間 2時間10分)
甲府駅北口下康 ~'1 シー、パス 後Jp20分

大阪より : 新幹線筋肉乗り換え.~延線利閑 静側発

特急ふじかわ{所望堅持関2時間20分)
名古僚より .JR中央i!!i、来線利用3 名古紙発塩尻経由

特急しなの、あずさ来り継ぎ(所要時間3時間30分}

中矢西線

甲府--ー-蹴ごω
身延総 書手間~よと』名古J~

- 大阪

東京
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く宿泊のご案内>

宿舎 シングル料金 環話番号

甲府ホテル 6，500円-(悦別) 0552-52・J311 

.TR中央線甲府駅より徒歩3分

サンパー7ホテル内j 6.200円、(税込) 0552・33・7110

JR中央線甲府駅より徒歩2分

ニュー芙蓉(連合} 5，200円ー(税別) 0552-52・1327

JR中央線甲府駅より取で5分

~ 玉 苑 { 公 ) 4，966円-(税別} 0552・24-4422

JR中央線甲府駅より徒歩15分

ニュー機山{普) 7，500阿-(税込) 0552-22-3318 

JR中央線甲府駅より徒歩10分

くお申し込み方法〉

ご希望の宿泊先へご自身でお申し込みください。空室、

料金についてはお申し込みの際にご総認ください。
共済の宿泊施設は加入されている組合により宿泊料金が
巽なります。必ずごは習のうえお申 し込みください。
必支払方法についてはお申し込みの際に各宿泊先にこ鴨

認ください。

なお‘ 10月はぶどう狩りの観光シーズンですので、 お早
めにお申し込みください。



日本吸着学会 ・日本イオン交換学会連合研究発表会プログラム

第 1日 10月 1日 (水)

13:00-13:45 (慶長) 小松使

基品~u搾油 211陀紀の坑l凶i現象

{山梨大工) 鈴木喬

13:45-15:00 (座長) 上江洲和也

1-J 1段者における木原のコアー・ポテンシヤル使用

高石哲男

1 -2 水熱ソフト化ザ:iょによるサンドイ ツチ肘状ほ造を持つ Lilhiophoriteの合成

(高知大王手)ni局 肱、本部T-品、柳沢和道、山崎中道

[-3 ヘキサメチルジシラザンで改質したカルシウムヒドロキシアパタイトの表面特件

(都立大工、臥教大 1)0田中秀和、渡辺 徹、近il(11:敏、神烏和彦、白川達雄 1

1-'} 脱アルミニウム六 fjl\l~フ司ージャサイトの峨持特性

(静岡理工件入、投橋技術大 1)0111崎誠忠、姻尾朱弘、堤務]男 1

1-5 C60の活性炭へのl段者特性

{阪市工研、近大即工 1)0岩崎訓、安部部夫、田中智典¥古樹 博¥計良善也 '

15:00-15:20 休憩

15:20-16:50 (座長) 安部節夫

L -6 活性炭によるごみ償却Ji&倫排ガス『ドの(1'，1;:物質除去・分解

(住友重工)11J崎能彦、田中出夫、円久保信、 O入江真喜

]-7 n ゼオライト細Jし内における気体分子の吸着状態

(東北大院 t、秋田大鉱山 )0山崎達也、西村寛之、小沢泉太郎

[-8 COおよひ1'N，1段着測定によるCuZSM-5tl-IのNOx分解活性サイト解析

(岡山大型)O:nffi泰豆、能代良太郎、長尾県彦

1 -9 限化ニオプを用いた耐熱性~Ol センサの開発

(本田技研、冷 1:大て ヒ海品開、浅野洋一、太田典宏、 O下監領豪ム¥田中伸一、杉山和夫

1 -10 向温・加圧下におけるゼオライト/一二酸化炭素系の吸着速度特性

(名大院工、名大雄処理研 e、rll部電力 2) 

OA凹光宏、 Jf日|宏降、渡辺勝雄、梨谷昌倍、 KyawKyaw'，松田仁樹、佐治 明 a

1-11 酸誕と窒素に対する組成変換ゼオライトの吸若特性

(山梨大工、間山大環境理工 ')0須崎 ー定、阪根美人、初鹿敏明、鈴木 得、 で三宅通博'

第 2日 10月2日 (木)

9 :30-10:45 (座長) 小野寺富郎

2 -1 水道原水中の溶イバ』機物のオゾン処理による吸若性の変化

(明大理J:)竹内謀、 O望月和博、松延紀至

2-2 水中フミン質吸活性能に関する研究

(武田薬品(閥、大阪市立工業研究所 ，) 

O柳 美子一、字問靖明、福井蝉男、鈴木正之、福原知子¥中野重和
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2 -3 イオン交換繊維によるリジンとグルタミン酸の吸若

(阪府大工)吉田弘之、 0西国防-

2-4 合成ヒドロキシアパタイト枝子へのリゾチームのl吸着

(阪教大)0神烏和彦、掘上直人、小体久子、安川あけみ、石川達雄

2-5 活性炭電気工重層キャパシタ充放電過程の速度論モデJレ

(京大工)0宮原稔、宮本憲司、岡崎守男

10:45--12:00 (座長) 金子克美

2-6 イξノジ酢酸都.キレート樹脂におけるスペーサーの効果

u蹟Mアナリテイカルシステムズ側、山梨大工 1、工技院東北工研')

O熊谷浩樹、鈴木喬 ¥ 徽山敏郎賞、鈴木敏竜 2) 

2-7 繊維状リン酸セリウムによるウランの吸着と悶定

(東北工技研、東北大素材工学研 )0小野寺高郎、林拓道、蛇名武雄、岩崎孝志、 三村均 1

2-8 肘状リン酸チタンのリチウム同位体分別における吸着詣;およびl吸着温度依存性

(四国工技研)0根田洋二、加納博文、苑田晃成、広津孝弘、大井健太

2-9 陰イオン交換体への針陰イオンの疎水的吸者

{九大理)児玉宏樹、 O待島 徹、石黒慎一

2 -10 界面鋳型樹脂の構造特性とその制御

(九大工、熊工大工')0上江洲一也、回爪 崎、吉田昌弘、後藤雅宏、古崎新太郎、中塩文行 i

12:00--13:00 昼食

特別講演

13:00--13:30 (康長) 吉田弘之

特別講演 1 韓国における吸着とイオン交換の研究の現状

(釜慶大学校) 河紀成

13:30--14:00 (艇長) 水野村暢ー

特別講演 2 21世紀に向けてのイオン交換触媒

(千葉大て) 上松敬締

14:00--14:30 (座長) 迫田主主義

特別講演3 メソポーラスシリケートを利用したガスの吸着分離

(三菱重工業長崎研究所) 泉 順

14:30--15:00 (座長) 井上勝利

特別l講演4 21快紀に向けての膜研究の動向

(横浜国大工) 大矢晴彦

15:00--16:30 ポスターセ ッション

P -1 極微細孔性炭素の気体吸着特性:

(千葉大院自然科学)0長崎信治、瀬戸山徳彦、鈴木孝臣、金子克美

P -2 パイコンティニ.:.Lアス構造を鋳型とした紛l孔性シ リカの調製

(千葉大理)0相111京子、金子克美、藤1$雅子、田村隆光、大部一夫

P -3 ゼライト 2次細孔の新規解析方法

(富山J二専、盛橋技科大')0河合孝恵、堤和男 '

P -4 シリング状ナノ細孔内藤縮モデルとナノ細孔径評価

-MD法およびメソポーラスシリカを用いた検証一

(京大工)0神凶英輝、宮原稔、吉岡朋久、岡崎守男
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P -5 カーボンミクロ孔小におけるメタンー水クラスレート化合物生成に及ぽす細孔径の効果

(千葉大院自然科学)0宮脇 仁、 神出智道、鈴木孝臣、金子克美

P -6 ナノスペース中における分子の問転束縛状態

(千葉大院自然科学)0田中秀樹、松本明彦、K.Unger、鈴木孝臣、金子克美

P -7 異なる結晶構造を有する酸化ネオジムへの水蒸気吸着

(間山大型)0平田晃樹、 1賓野英明、黒田泰重、長尾良彦

P -8 金揖イオンで修飾したカルシウムヒドロキシアパタイトの合成と表面構造

((徳富士通研究所、阪教大)0若村正人、神烏和l安¥石川達雄 。

p -9 キトサン .MR型イオン交換樹脂複合体による炭椴ガス及び水蒸気の般若

(阪府大工)吉田弘之、小西聡史、 O南 雄τ、寺嶋正明

P -10 ゼオライトによるNO.，COl吸着分離特性

( (財)産業創造研究所)王 正明、 O新井剛、熊谷幹男、商品洋-

P -11 AI含有FSM-16への遷移金属錯体の導入とその厳素吸着特性

(段構枝科大て)0陳服、松本明彦、西宮例1幸、担和男

P -12 高い窒素吸着母を持つ新しい炭素材料の開発

(山梨大工、 日本酸素山梨研究所1)0中村章寛、木野村暢一、鈴木 喬、乾隆 t

P -13 ケイ塩素系イオン交換体による酸素と窒紫の吸曹特性

(山梨大工)0天谷仁、阪線英人、初鹿敏明、湯泉正喜、鈴木喬

P -14 酸性廃ガス中のPb"イオンの吸器除去剤の開発

(山梨大工、奥多摩工業')0鈴木 喬、揚泉正謀、問辺元臣、長沢博司 '

P -15 活性炭の低漉度NOの吸着特性

(大阪府立産業技術総合研究所) 森正博

P -16 吸清、 SAXS、X線回折を用いた活性炭素繊維のキャラクタリゼーション

(千葉大院自然科学)0ムス タファ イルメラウイ、金子克美

P -17 赤外分光法による農紫系吸着剤の表面特性の解析

(東北大院工、秩回大鉱山 1)0育悶弘道、山崎達也、小沢泉太郎 '

P -18 活性炭のマイクロ波低温プラズマ処理とその吸着特性 (5 ) 有機化合物の吸婚と表面特性

(重松製作所、精玉大工 1)0蔵野理一、山田比路史、杉山和夫 1

P -19 吸着測定によるFSM-16の親 ・蝶水性解析

(豊僑技科大、世田中研1)0佐々木辰雄、松本明彦、西宮伸幸、嵯 和男、稲垣伸二¥福崎喜章 。

P -20 活性炭素繊維への官能基付与によるアセ トアJレデヒド選択吸着能の制御

(段構技科大工)0稲酒純、松本明彦、西宮伸幸、堤和男

P -21 各種の粒状括性炭による排気中の塩素の除去

(明大理工、荏原製作所 1)竹内薙、 O及川!英範、安武重雄¥森洋一 l

P -22 各種ハイ シリカゼオライ トにおける有機塩素化合物の吸着

(明大理工、MaterialResearch Laboratory U.C.S.B 1) 

茅原一之、 O万行大賞、竹内躍、 CarolineF.Mellotl、AnthonyK.Chectham 1 

P -23 真空パック地吸着モジュー1レを用いた吸器ヒートポンプの性能評価

(富士シリシア化学{捕、名大工 。)0伊藤健弘、波辺藤雄 l、架谷畠信 l

P -24 圧力スイ ング吸着法による溶剤回収、樹脂系吸器剤とハイシリカゼオライトの比較検討

(明大理工)茅原一之、 O金原宏光、竹内薙

P -25 水蒸気吸着ヒー トポンプ用高性能l段着材の開発研究

(名大院工、(樹クボタ 1)0三浦敏明、渡辺藤雄、架谷畠倍、内川靖夫¥ 木村二三夫』

P -26 趨臨界二酸化炭素による粘土多孔体への4・phenylazoani]jneのインターカレーション

(四国工技研)0石井亮、和田英男

P -27 趨臨界COlにおける芳香族化合物のハイシリ :カゼオライトへの吸着

(明大理工)茅原一之、 O木下将、面手昌樹、竹内擁
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P 28 粘土鉱物によるI<，Rb，Csの吸着挙動とその問定化

(昭和義太)勺土足博チ、穴口員IJ子、鈴ふ也子、 111二能m、神崎 世

P -29 Ni(日)-Co(日)-AI(m)系ハイドロタルサイト様化合物の If面、 2価陰イオンに対するイオン交換特性

(昭和条大IC高橋l藍之、鈴木造子、井上能1今、神的柑

P -30 アニオン交換性層状化合物の不斉修飾と分子認掠能

<T来大院工、千祭大院自然科学 )0狩山雅洋、一回{ql之¥島津省吾¥上松敬語

P -3] アJレキJレアンモニウムで構造制御したヘクトライト脳間回定化Rh錯体による不斉水素化反応

(千葉大工)¥，;似l野iif.，一回伸之、品il!'ti1t、上松敬叫

P 32 リン円安セリ ウムの 3 価金属イオン収~性

( 以北 J:~/n 0林拓道、蛇名武雄、長瀬多J)n{-，小野.宇部郎、山崎孝志

P -33 Rh ( T)ーアミロースm体の粘上鉱物層間への回定化とイ;斉水品化触蝶反応、

(千葉人工)0粂野E樹、一回伸之、島i北村吾、 ヒ怯i法制

P -31 府間!日定化ロジウム錯体による不飽和カJレボニル化合物の不汗水主化以ゆ

(1-能太..[)O即時 賢、 ー関伸之、品市型J/¥.、ヒ松敬柑

P . 35 ~モリブデンプロンス (CUow ~loO ，) 尉問へのn-アルキ Jレア ミ ンのインターカレーション

( 111都大I:l水野村拘 、O中島竜て、熊m伸弘

P -36 EIlD合以キレート樹帽によるホウ会の吸着特性

(将阿釜山東亜入学技工科大学)0;李成地、学京様、朴成般、孫晋彦

P -3i 陰イオン交娯体による錫 (n )添加塩酸水溶液からのロジウム (田1のイ オン交換・吸着

( 佐賀大坪 υ 0Jt:上勝利、 ~;Iohammed Shafiqul Alam 
P 38 キトサン敏鮮による反応性染科の吸着分鑑

( PJ!.府人 I 吉町弘之、 O悶橋洋平

P -39 DIlAB抑持陰イオン交換謝脂へのアルミウムの吸芯挙動に刻するpHの影ニー

(ftR和灸fA)0鈴本憲子、神崎憧

P -40 ポリアリ Jレアミン樹脂へのホJレムア Jレデヒドの吸~と溶出

(山梨大工)本羽臼敏、 O孫力敏

P 41 メソポーラ スシリカのl肢持特性

(官 J'シリシア科学(附)0信原一敬、矢吹 故

P -42 メソポーラスシリカ (FSM- 16) による界i面的性~Jの液~n吸沼

(t引日qJ研)0稲庖何1二、福島喜章

P -，13 W札炭に対する水溶液からのフミン酸ー トリハUメタ ン2成分系のl吸併特性

(閃(1可大 UO本ド順也、小川府和

P -44 マルチトレーサーをifJいた開液吸着挙動の多元高同時解析(3 ) .J~イオン性向分子吸着体および繊維

~^ikl1=炭への各持JèÆの臭化物イオン溶液中での吸~i挙動の研究

(政医研、理研 )0柴田貞夫、長崎来初、安部治子、安部文敏

P -45 メタノールによるフエノキシ酢酸系農薬吸着炭の脱走7
(.!I! J;C高w、成人生研 ')8須藤義孝、山中 映、鈴本JE之

P -46 活性炭.<<織維をJ:H¥'、た有機溶剤蒸気の除去と制収

(明大野[)竹内菜、 O島田潤、 IJ野光附

P -47 t!J性炭股によるパーベーパレーションとその水処開への応出の検討

( !巨人生研)鈴木基之、 O袈 尚大、野村剛志、迫田市義

16:30-17:30 総会

18: 00 - 態調L会
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第 3日 10月3日 (金)

服着部門

9 :30-10:45 (1室長) 宮原捻

3 -A -1 分子動力学法によるアルカロイドの吸替に及ぼす活性炭表商化学構造影響の検討

(京大生研)0王殿館、迫用車義、鈴木基之

3 -A -2 FTIRとクロマト測定による超臨界二酸化炭素中の有機溶媒の吸者特性の研究

(阪大基礎工、東亜大工)0隙道源、新国友茂、朴東郷

3 -A -3 活性炭屯援をJ.む期した定電待クロマトグラフィーによる新規な脱塩法 (2 ) 
(関西熱化学{樹)音羽利郎

3-A -4 Heifス吸者による超微細孔径分布の測定

(ユアサアイオニクス(樹)0朝木美保、森本昌文

3 -A -5 Hel段着法を用いたガス分離膜のキャラクタリゼーション

(紛)ファインセラミックスセンター)0稲田健志、福井武久

10:45-12:00 (庵長) 山崎達也

3-A -6 規則性メソ制孔体へのヘリウムおよび黛索吸着

(千葉大|涜向然科学)0井上 覚、瀬戸山徳彦、鈴木孝臣、金子克美

3-A -7 物理吸着均衡の磁場による制御

(千葉大理)0松原良子、宮本淳一、田崎貴之、倉嶋 太、尾関寿美男

3 -A -8 Ag拘添若シリカゲJレのエチレン選択吸着性に関する研究

(京大工)0鈴木材夫、吉JII智裕、回門 盤、岡崎守男

3-A -9 活性炭によるアJレデヒド吸着に及ぼすj樹立の影縛

(武田薬品工業側生活環境カンパニー)0舘林綾子、堤 嘉男、野n勝也、鈴木正之

3 -A -10 NH，微分吸若熱測定による国体酸性点分布の同定

(倒産業創造研究所)0王正明、山口真、後藤一郎、熊谷幹男

12:00-13:00 盛食

13:00.......14:00 (座長) 尾関寿美男

3 -A -11 カルシウムヒドロキシアパタイトの表面およびCOt吸着のFTlRによる研究

(阪教大)0石川達雄、程志議、安川あけみ、神鳥和彦

3 -A -12 均一結品表面及び層間に吸着された水分子のダイナミックス:中性子込書弾性散乱による

(岡山理大理、岡山大理¥縦岡大理2)0橘高茂治、黒朋泰Al、藤井裕之人山口敏男 2

3 -A -13 ステンレス表商 kに吸脅した安息香酸およびヒドロキシ安息香酸のrRスペク トJレ

(日捕側)0鈴木 治、弁ヒ幹夫

3 -A -14 Pt/ A ・MnOt電極による電気化学的リチウムイオン押入反応の insituラマン分光法による解析

(四国工技研)0加納博丈、揚街平、大井健太

14:00-15:00 (座長) 神烏和彦

3 -A -15 シクロデキストリン吸器における活性炭紫繊維の分子飾効果

(宮山1:1;卒、盛橋技科大)0河合孝恵、堤和男

3 -A -16 活性炭を追った排ガス処理について

(住友重工)渡部輝雄

3 -A -17 ピス トン駆動超高速サイクルPSAにおけるハニカム吸着の利用

(京大生研、 三菱重工 1)0鈴木氏紀、迫田章義、泉 順¥鈴木基之

3 -A -18 熱電駆動型吸着ヒートポンプ

(名大院、名大難処理研 l、中部電力 2) 

0古庄祐治、渡辺藤雄、架谷昌信、松田仁樹¥金森道人人平松正義量、審-日智子 2
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第 3日 10月3日 (金)

イオン交換部門

9 :30-10:45 {助長) 大井健太

3-[-1 銀合有無機イオン交換体の交換 ・不活性特性

( 1 LI梨大 L、島根大物質資源 )0附辺疋臣、阪線英人、初UJ.直敏明、鈴木 詩、佐藤利夫 8

3-{-2 yルカリ上知金属イオンの分離

"集旗機+材4研、 五点{大化

4必b 3 [一 3 九肘暗4状えパナシウム西酷を化物プロンズの合成とイオン交換反1応

(山梨大1.)O~ 路、金子古一、鈴木 M 
3-1 -1 ilH干アルカリM状チタン酸塩の令成とキャラクタ リゼーション

(無償材研、 石原産業 )0佐々木高義、 阪Illif紀¥小松様、竹之内智、泉富士夫、渡辺道

3-1-5 iM!粘ゲJレ化により得られるシリカゲJレの鴻過肋材特件

( ?~r J:シリシア化学柑)0伊藤陸弘、渡辺倒l樹

10:45-12:00 (峨民) 佐々木高義

3 -I 6 ヘクトライト府間断定化錯体による不飽和ヱステルのイミ汗水素化反応

抑持法による府間隔制御と不斉選択性への彰

(T!i:;大院自然科学)0桑原紀子、 ー同仰之、島市有吾、 1:松敬叫

3-1-7 栂4)"ケイ酸カルシウム;トパモライトのイオン交換と触線機能

{名入院[)0ト部初夫、佐緩和宏、横田忠子、泉 イf亮

3 -1 -8 fiLI宙科.書号機イオン交換体の合成とその殺菌効果

{ 111 !iJ大・仁、山梨大機器分析センター )0張 無限、初鹿敏明、鈴木 語、風間ふたぱ 8

3 1 9 府状ペリン厳 二水ぷアルミニウムーアルキルジアミンIdIUl化合物への酸素と空棄の吸着特性

( 111梨大て)0寺西亮、阪根英人、初鹿敏明、 i崎県Jl，¥'1， .鈴木喬

3 -rー[0 ゼオライ トイオン交換体によるリチウム同位体分離

(イ仏大JlJ!)0水津優子、石JII 原、経線昭(111

12:00-13:00 ~ :~食

13:00-14:00 {出長) 111内昭

3 -1ー11 間作型エマルションを利用した新規界面鋳型樹脂の(IIJ製とそのImprint効呆の評価

()1.人 c、熊工大工 )0吉田昌弘、上江洲一也、後藤組宏、占崎新太郎、中温文行 '

3 -J' 12 フミン質({{f下でのカチオン交換性樹脂による鉛 (日)イオンの服着うさ動

(佐賀大JlRr:) Jレーデック、イェリネ Yク、Jtl:勝利

3 -1 13 鉛 (J] )の選択的除去のための新規カリ ックス 4 ]アレーンカルボン酸術脂の開発

{佐賀大理工)0大波啓介、田中由紀、井上勝利

3 -1 -14 隊機イオン交換体、 BiPbO.Ct\O ~) と溶液中のヨウ化物イオンとの瓦応

{無慢材冊、エーグ大 1)O'J、玉博志、NalanI<abay I 

14:00-15:00 (噌民) 島出省庁

3 -1 -15 イオン交換脱特性の規則性と海水の高度温輸

OEM リサーチ) 田中良修

3 -I -16 フッ点系化合物をイオン交換基として合侵したコロジオン肢の也気化学的性質

(九大哩)0山内 昭、今井雅浩

3 -1 げ 計駈構造Li2Mn03結品膜の調製とリチウム裕出反応

(四IJiI工技研)0働 衛平、加納博文、大)1ニ健太

3 -1 -)8 エレクトロクロミック金属酷化物包析膜の作成とAF'Mによるナノ憎造観祭

(山梨大工)金子吉一、O李 金鉄
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国際会議報告

P-AST97を終えて

千葉大学理学部

金子克美

去る5H7Hから10日まで、

析しく設立された木更津アカ

デミアパークにおいて、

Pacuic Basin W orkshop on 

Adsorpt.ion Science and 

Technolog-yが開催された。本会議は日中米吸器会議

のプレコンフェレンスとして組織されたが、同時に LI

中米吸着会議を環太平洋諸国へと拡大するための準備

会の窓義を持っていた。

会議には世界吸着学会でも皆さんにお馴染みの方々

が参加された。 海外からは29~ (う ち3名はご婦人)、

イギリス、ドイツ及ぴフランスからの参加もあった。

特にF.Meunier教授(LIMSI・CNRS，France)は1998

年のFundamentalsof AdsorpLionの徴備でか|亡し

いにも関わらずご参加戴き、多くの方々とフランスで

のFundamentals01' Adsorption開催について意見

交換をされていた。日本からもお忙しいト|司を著名な先

生方にご参加離さ、活発な討論をして戴き、充実した

時を過ごすことかできた。

5Mの美しい背空には恵まれなかったものの.木更津

アカデミアパークは、広々とした緑の雰囲気に溢れ、

心地よい空間のもとで、吸器の科学を論ずることがで

きた。P-AST97かゴ参加者の方々にとって旧交を暖める

機会、あるいは新たな交友を得る機会になり、吸着の

科学と技術の進歩に関わって戴けたものと思われる。

プログラム内容は、紙面の都合で口頭発表について

のみ発表者とその論文名を以下にあげる。プログラム

には日本企業セ ッションを設けてみた。そこでは最近

のn本における技術と晩婚に関する進歩が紹介された。

又、ポスターは23件の発表があった。

5月9日のパンケ ットには、日本;吸着学会の大先畿の

先生方々がご参加下さり、加えてH.Loe教授 (Yonsei

University， Korea)にもご参加戴き楽しい時を過ご

すことができた。

またこの会議で、討中米会識を環太平洋l投務会議へ

と拡大する方向が認められ、 2000年にはD.D.Do教授

(Uruversuy of Queensland， AusLralia)が次ぎの

P-AS1'を開催することになった。また2001年のFunda-

mentals of Adsorption開催については韓国での開

催を強〈要望したが、橋々の事情により、再度日本で

開催する万向となった，その開催にあたっては日本吸

着学会として取り組むことになるはずである。

最後にS.Sircar博士(Ai.rProducts & Chemicals 

lnc.， USA)がP-AST97直ー前に心臓の手術で参加できな

くなり、参加者全員が深〈心配していたが.その後順

調に凶視されているとのことをお伝えしたい。

口頭発表論文1)スト

Compuler simulat.ion study of the adsorption of 

l1on-spherical molecules ongeometrically hewro-

geneous surfaces 

W. A. SLeele・， Pennsylvania State University， 

USA; L. E. Cascarini de 1'orre and E. J. 

Bottani， Inst. Fiscoquimicas Teoricas y Apli-

cadas. Argentina 

New function of waLer confined in carbon 

nanopores 

K. Kaneko.， Y. Hanzawa. T. Iiyama， 1'. 

Kanda， and T. Suzuki， Chiba UniversiLy， 

Japan 

ModuIcatIon of surfacc and structural propertics 

of mesoporous ordered siLicates 

M. Jaroniec.， M. Kruk， and C. P. Jaroniec， 

Kent State University， USA; A. Sayari， 

UnIversite Laval， Canada 

Enthalpy and free energy of mi.xing of aclsol'bed 

solutions 

A.し.Myers， UniversiLy 01' Pennsylvania， USA 

Me伺as別ureme叩ntand correlation of binary ga邸smlX-

ture adsorption 

J. U. Keller.， F. Dreisbach， R. Staudt， and M. 

Tomal1a， University of Siegen， Germany 

Detel'mination of diffllslon coefficien~s of super-

critical hydrocarbons in zeo1ite L by insitu C1R-

F1'IR 

Y. H. Ma I M. G. Ser， alld W. R. Moser， 

WorcesLer Polytechnic rnsLituLe， US 

Atom-alom simulation of aromatic compouncls 

adsol'bed in suicalite 
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1'. Y. 1'sen. C. K. Lee， and A. S. 1'. Chiang'. 

National Cenlral University. Taiwan ROC 

Complete scparalion of BSA and Hb using com-

posite of s)叫 heticresin and naturlll biopolymer 

日. Yoshida.. Osaka Pl'efeclure UniversilY， 

Japan 

1'he effecl of picolinic acid fo1' the adsorption of 

Cu(日).Co(U)， Ni(U) on ACFs fro01 aqueous 50・

lutioD 

S. R. Ryu'. Chungnam National Universily. 

Korea 

An updalcd ~I uoller-Radke-Prausnilz model ap-

plied to the }'emoval of organic solules form 

water by adsol'plion on chemlcnlly tailored ac~i ­

valed cal'bons 

L. R. Radovic.， Pennsylvania Stale Uni¥'ersity. 

USA 

Purificalion of Paclitaxel byしiquidChromalo・

graphy 

P. Wu"， lhcjiangじniversil)・P.R. China 

Pore widlh-sensilivc filling mechaDlsm of sphcri-

cul moJecules in graphitic micropore by com-

puter simulation 

T. Suzuki.. 1'. liyama. and K. Kaneko. Chiba 

Universily， Japan 

Experimenlal resulls 01' vapor phase coadsorp・

tion of walor and either ammonia or carbon 
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J.lzumi・.A. Y asutaka. N. 1'omonaga， and Y. 

M. Setoguchi， Mitsubishi lIeavy Industl'ies; 

Nagasa.ki R & D cenler， Japan 
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S.lnagaki・andY. Fukushima. 1'oyota t'enlral 
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P. J. Branlon a.nd J. ¥¥". White， The Auslralian 

~alional University. Australia 

Sludy of 臥 hausledcarbons from sewage sys 

lems 

第4回日中米吸着シンポジウム
に参加して

東京大学生産設術研究所

迫田章義

第4同日中米吸者シンポシ

ウムが5/13-16に中国の広州

で開催された I:I...$:からの参

加者は、 H本簡でこの企画を

伊吋された本会理事の金 f先

生 {千葉人lを同長に、敬劫:略・順不問をお許し頂い

て、 神怖.口 (人救大)λ、新出 {阪大)上、出門 {京大)上、主具ミ

(J班Iï之~7洋芋カ Jルレゴン).、?悩“叫(t1パi凶M中研)λ、 胡長 (二三三j捷を垂仁υ)、

初鹿(川|川山Ir梨大)， 、i進E隼;r〆i(大ガス)上、杉山(!埼脅E大)人、広瀬

(熊本人)人、う学主牛 .智学止住主の=望監月 (明大)，、松怪 (明太).、

古問(熊ノ本ド火)λ、Lou(1熊!慌長4本=大)λ、Dong(熊本大)、 Jin

(熊本大)、 Wang(点火)、 Li(岐阜大)、そして小生。

これに、アメリカから 8名、イギリスから 1名、韓倒

から 2名、ドイツから i名、香港から 2名、台湾から

2名、中同から53名 (参加者名簿では香港、台湾は中

同としている )と、かなり多彩会顔ぶれの参加者で盛

会であった 7Z呉は参加者全日での記念写真。あまり

鮮明でないことはお日干し陥きたい。)

関両空港からのttdr使で広州の空港に若くと、看板

を持った学生さんのお迎えがありマイクロパスに乗り

込む ここから合宿生活が始まったι 海外からの参加

者は現地ではもちろん凶際的にも高級ホテルのWhite

Swan JIolelに合宿し、シンポシウム会場のSouLh

China University of Techoology、レセフション

やパンケットの会場、エクスカーション、さらに帰り

の空港までとすべてパスでの送迎付であったG

シンポジウムは3件のPlenaryLecture、36件の口

頭発表、そして37件のポスタ一発表でプログラムされ

T. J. Bandosz and Q. Le. The City College of 

New York. USA 

Adsorption pOlenlials and simulations in car 

bon slits and cylinders 

T. J. Mays. Y. F. Yin，町ldB. McEnaney I Uni 

vCl'sily of 8ath. UK 

ていた 3作のPlenaryLectu relj:~米国から Wi l Liam

A. Sleele教J受の rComputerSimulaLion of lhe 

Thermodynamic Properlies of Films Adsorbed 

on Helerogenoous SurfacosJ、日本からは熊本大学

の広瀬教授による rGa.sPurification by Thermal 

Swing Monolhhic AdsorplionJそして中間のJjan-

bia.o Ma教授の rNewPolymeric Adsorbenl for 

Extraclion and Purification of~atural ProductsJ 

であった この小匝のMa教授は天市にある南聞大午・

の部分 f化学研究所の副所長で、次回の本シンボシウ

ムのアレンシをおtlt.iiになる先生である。36件の口頭

発表には、やはり地元の学生・ポストド ックなどの発

女が多かったものの、米国からの参加者が多かうたこ

とや、 uみ;や'1'同からの参加Eも立欲的、積極的に質

凝やコメントをフロアから発したこともあって、これ

までになく的発な議論が展開されたように思う (たた

し、後半には疲れも見えたが)。ポスター発表には中同

からの発点が多く F定されていたが、実際にはポスター

の拘示もされないのが殆どであったのにはJJくととも

に践念に思えた 個人的には、 Steele教授の吸着分 f

の拡散のシミュレーションに関するポスターが興味深

く、じっくりと議晶できたのは大収穫であった

今回で第4回となるこのシンポジウムも次回をもっ

て党説的に棋を閉じることとなった 3年後の西暦

2∞0年にオーストラリアで開催予定の第 2fol環太字洋

吸おワークショップと連携を保ちながら、上海近郊で

第5~II を開首位し、これが段終回となる予定である 。 そ

して、さらに 3年後の2003年には開催地は未定である

が、拡大・ -4正化された環太平洋吸着会議(仮称)が

聞かれる予定である

fftu広州Uとあって、広州では何でも食べる(た

だし.飛ふものでも飛行機は食べず、 4つ足でもテー

ブ1レは食べないとか)。生きたままの食材を庖先で選ぶ

と、やがてそれが調理されて食卓にならぷ、というス
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タイ jレのレストランでは、食材の多種多様なことに驚

いたε 名古frを聞いても分からなかったいろんな応、魚、

貝、さらに蛇、昆虫、正体不明のおそらく動物、何で

もあり、である。いい経験をさせてmきました。

実行委員長のZhongLi先生、LiuRはじめ多くの学

生諸君による完壁なアレンジとホスピタリティーには

第4回 日中米吸着会議報告

ノ.

大阪教膏大学教膏学部

理科教育講座

神鳥和彦

去る半成9年5月12-16

円の期間、中国広州市の華南

理工大学において円中米吸器

会議が開催された。

日本からの出席者は、金子 (千策大)、迫田(東大)、

進戸 (大阪ガス)、杉山 (埼玉大)、印門 (京大)、朝長

(竺菱重て)、新回 (阪大)、初鹿 (1I1梨大)、広瀬(熊

本大)、福嶋(畿田中研)、真野 l東洋カルゴン)の各

先生方、竹内研究室(明治大)の大学院生の望月、松

延両名と筆者の総勢14名であった。一部を除いてほと

んどの人は、 5fJ 12日関商問際空港を発ち当日の崎過

ぎに広州市に到着した。ホテJレ(Whi te Swao Hot自1) 

で休憩の後、午後 7時半より市内の レストラ ンで

WeJcomc Partvが催された。巾国領IIのChairmanで

あるPingDong Wu教授の挨拶に飴まり約 2時間楽

しい時を過ごした。

明けて13日から学会がスタートした。学会会場はホ

テjレから高速道路を使って約 1時間と離れていたため、

ただただ感甜の言葉しかない。3日目だったか、次の

企画のために早々と模様替えされた本会議上の正面に、

r IntercoJ1egiate 8nglish Speech Contest to 

Greet the Return of TJong Kong lo lhe Mother・

landJという垂れ幕が下がったのが記憶に新しい。

学会が用意してくれたホテルのチャーターパスで会場

とを往き来した。朝9時から夕方5時まで、コーヒー

プレイクと昼食を除いて非常に忙しいスケジュー 1レで

会場に缶詰めにされたお陰で、学会に集中することが

出来た。(ただし、自由に市内に出ていけなかったのは

少し残念ではあったが)

学会はSession1、4に分割され、その内容は 1) 

吸者剤 (発表件数20件)、 2)吸着平街とそのシュミレー

ション (1吋20件)、3)吸着過程とそのシュミ レーショ

ン(同12件)、4)吸着の応用に関するもの(同24件)

についてであった (うち、口頭発表が39件、ポスター

発表が37件)0Penn Slate UniversityのSleele教授に

よるPlenaryLectureに続いて、 n頭発表が行なわれ

た。Sossionは4つに分割されていたが、発表ではこれ

らがほどよく混合されたプログラムとなっていて話題が

片寄らず、聴衆は飽きることなく総くことができた。

これは 1会場で発表を行なう際の良い点ではないかと

考える。日本吸着学会でも問機な方法で研究発表会が

行なわれているが、この点は続けて欲しいものである

発表で取り扱われた物質で多かったのは、 Aやはり代

長的吸渚t別であるシリカゲJレ、前性炭、シリカーアJレ

ミナアエロゲル、リン般金属阜、村七であった。一方、

操作に関するものではPSAが多かったe 筆者・は液相系

におけるタンパク質吸器も研究しているが、今回の会
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では液相系の吸.，'1に附する発去が少なかったので残

念て・あった，14日と1611(午前)も同様の方法で学会

が催された。学会ではデイスカ yションが大変活発に

行なわれ、行に中何人による質疑応答が目立った ま

た、党去のレベルもかなり高いと感しられた"この学

会への出席符は(:(本人の他アメリカから 8名 (内5名

は中f1i1系アメリカ人J、イギリス 1名、韓国2名、 ドイ

ツ i名、中間57名であった

中日の15r1は£クλカーシヨンがあり、広州市より

約60km北自にあゐ('~鹿市の観光に出かけた。 ここ は

ミニ桔林と呼ばれている町で、す?灰持でできた大きな

錘乳制と湖の1↑'に小さな，1，がある美しい庭聞を観てま

わったu 踏鹿市は硯(制度悦)の名産地としてもtl名

で、私も手習い"，のA・Ji}への土産とした 16日の午後

は広州市内の似止に‘Iiてられた 広州で持いたこと は、

町中にUi~1:があって、いたる所で古い建物を取り壊し

て大きなビルデイングを51設していることであった。ま

た、市内には日本でもおなじみのファーストフードの

胞が何軒も比られ、どんどん外国資本が入っているよ

うであった このような状況と学会での活発なデイス

カッションやそのレベルのおさから考えると、中国の

科学技術の発民には目を見張るものがあり 、これから

が来しみである

1 11問という短い期間中に ¥¥'elcome Party， 

Banquct， Excursion，市内観光と盛り沢山の企画を

していただいた尖行委只のJi々 の御苦労には、本当に

凶が卜がる思いであった 次凶の本会議は2000年に 1

i組問のIIH1でIlif下をオ ストラリア 、後半を中国でお

なうことが決定しt.と聞いている 次同の会議の成功

を祈るものである。

最後に、、ニのような盛人な会議を開催された本国際

学会の'五行委u長であるZhongLi教授に感謝します

また、彼のlt!!でjlli，J{呼でいろいろお世話になった中同

からの留学少LiFusheng ~岐阜大)と Don Fei (熊

本人)の両氏、ならびに他の日 本人の}j々 に紙面を借

りて御礼申し上げます

学会が行われた豪商理工大学の逸失科学館 (ShawSClence Hall) 

通量慶市の庭園風景 その 1 (ベ トナムとほぼ閉じ線

路Eにあるため、南国ムードが漂う)
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研究ハイライト

ナノ細孔内凝縮現象のモデル化と
ナノ細孔径評価への応用

Modeling Condensation in Nano-pores and its 

Appl ication to Nano-pore Characterization 

京都大学工学研究科化学工学教室

Department of Chemical Engineering， 

Kyoto University 

宮原 稔

Minoru Miyahara 

1.ナノーミクロとマクロの遷移領域

「微細制孔内では飽和蒸気圧以ドでもi毘輔が起こり、

それを可能とするのは細孔内で生ずるI'~状の有曲率界

面であるJ-'{初理化学の教科骨にも IBてくる毛特凝縮

現象は、その逆のケースである「小さな被i腐の大きな

蒸気圧jに関する定式化をffったKelv出卿の名にちな

み、 Kolvin凝縮とも言い習わされる.胞がった気液界

面に働く張力が与える比力効果のゆえに、凝縮液相の

自由エネルギにバルク液からの差が生じ、通常の、平

界面を介した平衡関係からのずれが生じるのである。

多孔質媒体を取り扱う技術者 ・研究者にとってこの現

象はあまりにイ守名であり、これを応期した 「細孔径分

布測定」は、 全自動吸着測定装置の持及とあいまって、

もはやJレーチン的測定項目とも脅える現状にあろう 。

細孔径分布解析手法は、 Dollim ore&Heal法、

Cranston&lnklcyi去、 BJll法など積々に提案されて

いるが、どれをとっても基礎搬念は共通している。す

なわち、利l孔控からのinherentな相互作用力に基づく

表面吸着相が細孔内表面ょにあり .その内側に、表而

張h効呆によって支えられるKelvin揖縮伺が存在する

とし寸描像である。こうした意味でこれらはすべてl¥.el

けnモデルに基づく解析怯と理解できる。この概念はそ

の簡{更さゆえに広範な支持を受け、メソ領域の綱孔径

評価に多用されてきている。

しかし、この概念に対しては素朴な疑問が生じよう 。

「表面吸着相qlの分子は『それだけjでひっついていら

れるのに、それからわずか内側の凝縮相に入ったとた

んに I全身をj表而張力効薬にあずけねばならないの

か?Jーこの疑問こそが本研究の11¥発点である 。次項

で詳しい内容を述べるが、我々は、表而吸着相を越え

て影響を与えるはずの細孔壁ポテンシャルを凝縮メカ

ニズムに組み込むことで、ナノ細孔内経縮現象を解析

しようと試みたト H a 

こうした効果はむろん約10nmを結えるような細孔内

では無視小であるし、また 1~ 2nm程度かそれより小

さいようなミクロ孔ではいわゆるミクロポア光敏様式の

吸稽形態となり表前張力に起因する「凝縮現象」自体

が生じない。細孔控ポテンシャルというミクロ肉子と

表面張力というマクロ悶子が共存し得るのは、ナノメー

タオーダというミクロとマクロの遷移領域に特徴的な

現象である。このような特異性が故にナノオーダ制限

空間の諸現象には米知の部分が多いが、それは逆にこ

うした制限空間の応用の可能性を期待させるものであ

ろう。1991年に発見されたカーボンナノチュープや、

1990~93年にかけて種々の庁法で合成され始めた超均

質メソポーラスシリケー 卜など、これまでにない特徴を

もっナノ多孔体の近年の開発には円を見張るものがあ

り、これら新規な多孔体の応用分野には‘既往の多干し

材料の枠を超えた広がりカ勺明侍される。

ナノ多孔材料の細孔径測定にはしかし、 Kelvinモテ-

Jレがいまだに多用されている。すでに幾つかの報文が、

Kelvinモデルのナノ領域での過小評価を指摘 してい

る.-Rにもかかわらずこれに頓らざるを得ない現状は、

それにとって変わるべき布効かつ簡便な手法の欠如を

端的に物語っている。前述の、研究の発端となった着

想は、「ナノ綱孔内では細イし壁づ|力の寄与によってKelv

10モデJレが与えるよりも大きな細イしでも疑縮相が存在

し得る」という帰結を与えるはずであり、従ってKelvi

nモデルの過小評価を改善できる可能性が高いと推定さ

れよう。こうした背景から、我々はナノ細孔径評価へ

の応用を前提として、凝縮現象のモデル構築を行った

のである。

2.ナノ細孔内凝縮モデル

2 -J 概念

表面吸着状態と緩縮状態が共存する臨界凝縮状態を

対比してみよう 。Kelvinモデルでは (Fig.l左閲)経

織のための安定化要因は表面張力効果のみで、これは

J疑縮相内で一様となる。従って界面は一定の曲部を示

すことになり 、スリット状制孔では半円柱商状の、シ

1)ンダ状来IIHL内では半球而状の界耐を持つことになる。
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しかし、現後に.'.1.'，実に考えるならば、濃縮相のう

ら去I(II吸許制!に催めて近い領成では、 J正面吸者相が受

けるものに近いづi力相IL作用を細孔控から感している

はずであり、従ってこのような領域では、飽和蒸気百

以ドでの凝縮に必要な安定化張図をすべて表Ilti111力に

負わせる必要はなく、 I崎万の寄与の合，1十がこれを与え

ればよい。サなわち、 Pig.l打開に示すように、長商吸

者側近傍では曲率は小さくてすむことになる -}jで、

細.JL中心付近では細孔樫引)Jはほとんど作用しないか

ら?齢、I御率が必要となゐう 鮎果として、接結婦が不

す長耐のI1hWは一定ではなく 、図に級端に揃いたよう

に縦)j向に引き伸ばされたような形状をぷすであろう ー

このとき 、分子はI副都効果しか号慮しない時合に比べ

f'.~に」縫紛できるので、ある相対圧に対する臨界制孔

径はKelvtn式がうえるよりも人きなものとなるし、逆

にある細孔停に対する臨界説紬圧はKむlv凶モデル より

も小きくなる

また、このようタナノサイズの幽中半径を持つ衣1ft]

での張均1;;'11.面での他から偏怖し、 IUI状表面ではよ。

大きな張7)をぶすことが知られており 、本モデルでも

この効果を45・1直している。 この悶 fも.分 fをより

「紫に」接結させる )jfÎlJ に寄与「るので、細孔V~ポテン

シャルの効果と合わせ、 Kelvillモデルの誤差解消につ

なカfゐと考えられる

Kelvin Model 
[判x)=Ol

Fig. 1 Shape of gas-condensate Interface and 
resultant pressure profile in condensate. 

2-2 定I止的表現

以上の概念を基礎に、ある相対庄九/Pに対する臨界

細孔径が求められる。飽和蒸気ぽPs以下での凝縮に必

要なれ由エネルギ変化はkTln{P，/P)であるが、これが

曲E軒以1面による寄与と有効細孔槽ポテンシャJレI/I'(X)の

寄与の有!で補償されればよいのであるから 、i娃縮相内

の任意の場所'xにおいて次式が成立せねばならない

k1ln~) :=- ~挫ム 附)
‘円。(x)

、‘，，i
 

，，.、

ホテンシャル項は位置xの関数であるから、左辺のn[0 
エネ lレギ設を・一定とするには幽準項も位置xに伴って変

化せねばならなくなる。これに伴い誕縞相内fI::力も'変

化する。

1/1'( x)を r'{:j効JポテンシャルとII'J'ぷ理由l止、細イL明

か持つ本来のポテンシヤル 1{1<(X)と、制イLl柱部分を略

行iT粒子からなる液体で鼠き換えた際に向じ位世で!出

じられるホアンシャル yr(x)との差 ψ (x)-ψ(x)でこ

れが与えられるからである ψ(x)がこのような定hを

持つべきであることは‘(1)式において九=1九のときを

考えればIYJらかて・ある。

阿f字表而ポテンシャ Jレ閑散 ψ's(x‘には、対象とする

多孔体の細干し形状や材質などに応じた適切令ものJlJII、

ねばならないが、細孔径評価は通常、望者やアルゴン

の物理吸打によるから 、 特 y~的相 凡作用は問題になら

ず、分散)Jがその相互作用のほとんどを内めると考え

られる 、従って、細孔壁をLJ粒子の集合体とする近似

が充分な制度を与えると考えられ、例えばスリ γ ト細

孔の場合は 二体問12-6LJポテンシャルを下無限間(~に

ついて硝分して得られる9-3ポテンシャ Jレが近似として

良好であり 、さらに誕縮相やその近際の吸者簡をA誌

の対象とする限り、細孔盤'ポテンシ'¥.)レのf'f;)J頃は実

質的に無視でき 、結局、距離の逆3来項のみを取り込

めばよいもスリット糊孔内では、全 f千I効jポテンシャ

ルi土二つの.長面の寄与の和として次式で与えられる

附 )=・c{仇+x)・3+(d/t_x).3) (2) 

ここでCは '1'5と1//(の引力J!t係数のJ誌に関連寸る定数で

ある。また巾2d..の制孔中心をχ=0としている。

シリンダ:状細孔についても、しJ粒子で構成されるシ

リンダ細孔のポテンシャルの引h項のみを用いて同様

に定義される。

10-4-3型ポテンシ守Jレは9-3型より望ましいポテンシャ

ルであると 一般に認められるが、 ヒ記と同織の理由か

ら本モデルへの組み込みは不安と考えられる ，これら

こ告の主な ，~巽は刷体長雨近傍においてのみ顕著であ

り、従ってごく低相対配領域では異なる吸器五を守え

るが、 Kchtn疑輔が生ずるような10Iオーダの禍対比
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では大草ない1汲ずHiを'jえる すなわち疑縞相部分で

のポテンシャ Jレ似には大設が無いのである 本研究で

の検討は、以上の即rllからLJ9.3ポテンシヤJレを前提に

行った。しかし、本モデルはポテンシ守ル関数形をこ

れに限定するものではなく、とのような問l数形でも組

み込むことが可能であることをつけ加えておく 。

ある相対Itに対する，疑結の臨界粂f1"は以下のように

なる。紙l孔i査を仮定すれば.細孔内の任立の位置での

ポテンシヤJレが定まり、従って(1 )式から曲率が得られ

る。 Ilh吟~'N予と紺l孔内堕陪との健M常的関係はFig.2 (こ

'I~すl制訴をJl j いて

出ムム
dx ~ (?(r) (3) 

でうえられ、臨界条件においては上式に対する境界条

f/~iJ r 

併=p 2 st x=O 

o -0 at 百=x

を満たせばよいすなわち、 (3)式をO~三 ø ~至 π /2問で

随分することで界l耐の形状か、従って凝縮部の大きさお

が定まることになるから、長面吸着抱摩みを加えて細

孔径が符られる これが先の仮定他と一致するように

収束計算を行えばよいa この自1-算はごく単純なもので

あり、パソコンーい守ポケコン程度で容易に行える。

シリング状細イしについては、主UlJキtが二つ存在する

ので(1 )式の点現がjもなってくるが、同様に計算可能で

ある。

Flg. 2 Configuration and coordinates for 
determinll1g shape of interface. 

3. f愛恒

~モデルの検;JJ[を、月想定験系として分子シミュレー

ション、および文化尖験系として超均質メソポーラス

シリカFS¥116をJIIt.、て行った 紙面の都合 t、仮略の

みを以十に言t-.J 拍手綱については著者らの報文を参照

されたい

3-1 分 r-シミュレーションによる椴証l ・
経縮モデルの妥当性を検討するには細孔壁ポテンシャ

Iレ閑散が完全に既知lの系が必要である。ポテンシャル

が未知の系では細イL噌ポテンシャル自体が調節パラメ

タとなってしまい、 J挺紛メカニズム自体の椴証になり

1!}ないからである。そこで計算機実験手法を用いての

検証をぷみた 1吸持;l!衡を得るための分子シミュレー

ションとして 4 般的なGCMC法は、議縮現象につい

ては人為的なヒステリシスを生ずるため、本検討には

不適であったw また一般のMD法では、平衡気相の圧

)Jまたは化午:ポテンシヤルを知ることに困難が伴う

そこで段々は、 MD法を基本としつつ、吸着分子が仮

想的な~(制部分と相T工作用できる特殊なユニ 'J トセル

を開発し、これらの闘難を排除したシミュレーション

Fi去を班立しl¥険証に用いることとした。

Ar・likcなLJ;世子の、カーボンlikeな細孔壁で構成

されたスリット細孔内での吸者シミュレーションの結

果を等i財決として長すとFig.3のようになる。磁々の細

イLt呈に対する臨界凝縮相対圧が、等i昆線の不連続な立

ちとがりでI州nに'J-えられた。このようにして得た相

対圧と細孔径の 「四想実験他」を、本モデルの予測値

n

u

z

J

n

U
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J

 

司
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t
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r・2}
ω沼
z
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c
o
z
e
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0.2 0.3 0.4 0.5 
relative pressure l-] 

Fig. 3 Adsorlption isotherms of LJ-argon in pores of 
vanOlJls widths contlned by carbon-Ilke walls. 
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およびKelvínモデルによる下jM~1ft!とともにプロットし

たのがPig.4である。

KeJvinモデルの細イし経過小評価がやはり顕著に認め

られ、ナノ領域での不正餓さが明らかである。本モデ

ル(立、2nm-f量肢の創11孔では述続体近似の破綻によると

考えられる不 ー致が認められるものの、制ij孔径2.5nm

桂度以 tでシミュレーション結果を良好に表現してお

り、 Kelvinモデルに比してはるかにtE織な制孔佳を与

え得ることが示された。ここでは省略するが、我々は

釘側面の形状や、説鮒目|式l圧力の観点からも、 f理想

実験J結果とモデル計算{自との比較を行っており2¥

そのいずれにおいてもモデルの妥当性を支持する結果

を得ている。また、シリンダ状細孔についても結果は

|司嫌に良時であった4

3-2 趨均質メソポーラスシリカを用いた検証10 ， 

通常の多孔体は総i孔徒に分布を持ち、凝縮モデルの

検証には適さないが、 MCM-~lやFSM-16など、界而

活性剤の作用で構造を形成するメソ多孔質シリカはそ

のシャープな細孔分布から利用可能と考えられ、 FS~l-

16を本モデルの般証材料として用いた。

検証のためには f真のj細孔径を何らかの1ii去で知

らねばならない。幸い、 FSM-161ま極めて簿い細孔控し

か持たないため高解像度TEMによる直接観祭が可能で

あり、細孔径は3.2:tO.2nmと認められた。また、 Rh

超微粒子コロイド分散i伎を調製し、超微粒子をプロー

プとした「粒子プロープ液相吸着実験j を行ったとこ

ろ、その前後のRh粒子笹分布には3.2nm以下の部分に

のみ減少が認められ、 TEM観祭と符合する結果が得ら

'
}

且
;

t
L
n
U

F
吋

以

内

J
h

句

'
A

{
g-C
}

吾
沼
注

ω
8
a
司
υ沼』
。

，
 
，
 
e
 ，
 
，
 

，
 
，
 

，
 ，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 ，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 ，
 

，
 

，
 ，

 
，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 ，
 

'
 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 

rel.ative pressure [・]

Fig. 4 Comparison of capillary coexist即時 curvesexp 
ressed in critlcal pore width for condensation. 

れた。以上より月lいたサンプルの制孔径は3.2土0.2ntn

と決定されたの

本モデルによる純|孔f去の~・ /.Hには剰Il孔犠ポテンシ't

Jレの引力項の係数に削述する定数が必嬰である。本来、

この怖は対象とする多孔体と同一組放を持つ非多イし↑世

間体上の等i昆線、いわゆる標準吸着等沿線から求める

べきである。しかし、 FSMの細孔犠は極めて縛いため

標継等温線を用いたのでは初 I工作用を過大評価してし

まう。そこで、 Fig.5に示すF'SMの等温線の非凝縮部

を月jい、i段着ポテンシヤJレ理論を基礎にした相互作用

強度同定手法1川によりこの定数を定めた。これを用い

て本モデルを基礎にFSMの細孔分布を算出した結果が

f'ig.6である。本モデルは呉の細孔径付近に正しくピー

クを与・えることに成功した。Kolv吋1nモデlルレに基づく j解鮮

祈の←例としてDo叫llimor印.屯e

示しているが、やはり細孔佳を過小評価している。過

小評価の程度は、 Fig.1の分子シミュレーションの場合

と比して少ないが、これはFSMの簿い細孔壁ゆえの弱

い細礼壁ポテンシャjレの帰結であり、通常の多孔質問

体ではKelvinモデルの過小評価の程度はこれよりも甚

だしく、 Fig.4に見られる程度になるものと推察される。

そのような湯合、本モデルの優位性はさらに高いもの

になると考えられよう 。

4.ナノ領域の f不思議J

ナノ細孔内での気液相転移現象について述べてきた

が、このほか著者らは現在、ナノ細孔内での閥液相転

移に関する。検討も進めており g21ナノ制限空間内相転

移挙動に影鮮を与える因子の抽出および定量的モデル
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Fig.5 N itrogen adsorption isotherm for FSM-16_ 
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化を目指している。その巾で思い知ることは、こうし

た制限空間内における分子集問挙動の多様性である。

近似的な意味においてではあるが、千気圧程度にも相

当する状態に高官度化したり、あるいはバルク中では

ほほ存在しない負の圧)J状態に置かれたりと、ナノ細

孔内の分子たちはいわば fさんざんな日に会わされてJ

いる。パJレクでは「何司王もないj条件でも細孔内では

こうした特殊な状態カ哨:在し得ることが制限空間の不

思議であるが、こう した特異性がナノ多孔体の新たな

工学的応用につなカfるものと期待しつつ、今後もこの

「不思議」に取り組んでいきたいと考えている。

8 τ定M

-JJ，...ー提里震モデル
__.__ Kelvinモデル

15 -6 
~ 4 

ー~ 
芝 2
予』
て3

~ 
‘.....ー‘....。

4 5 
細孔直径2R[nm]

Fig. 6 Comparison of pore-size distribution for 
FSM-16. Shaded range gives • true. pore size. 
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日本酸素株式会社

日本酸素株式会社

当社は1910年「日本酸素合資会社Jとして創業し、現

王手、同産第 1号の空気液化分離装置を製造して以来

86{手の歴史を経ております。その問、大規模製鉄所な

どに直篠酸葉ガスや窒紫ガスを供給するいわゆるオン

サイト方式を初めて擁立するなどL業ガスの製造 ・供

給について日本の鉄鋼、自動車などの基幹産業からエ

レクトロニクス、宇宙開発などの先端産業に至るまで

幅広く貢献してまいりました。

現在では工業ガスの製造 ・供給技術から派生した冷

凍食品、魔法瓶事業にも取り組んでおり、さま~まな

分野で大きな役割を果たしております。

研究開発体制

当社の研究開発部門は、 1938年複精留式酸素分離装

置の国産化を目指し、 )11'街地区に発足した研究部 (当

時21名)を母体とし、半世紀以上を経ています。

現在ではパイロットプラント等を用いたデータ採取

などダイナミ ';1クな研究開発を担当する111梨研究所、

物性データ測定、シミ.;J..レーション、ガス分析技術の

開発などスタティックな研究開発を担当するつくば研

究所およひ事業部にl直結した応地開発に取り組む拠点

カ匂ケ所あり、「チャレンジ精神」を念顕におき、総勢約

200~の研究員がガスに関する製造技術、供給技術、利

用技術を中心に、より諜い基礎研究と幡広い応用開発

に意欲的に取り組んでJ寄ります。

製造技術については、地球とどこにでも存在する「空

気jから酸素、翠葉、アJレゴンなとを分縦する空気液化

分離、膜分離および1虫菊学会に関連した1吸着分離など

の技術開発に傾注しており、その技術を生かした装世

は同内外に多くの実績を持っております。

特に、当l吸着学会と関係する1投若分離技術に関して

は、空気液化分縦装置の前処理技術としての水/炭酸

ガス除去において、環境保護の視点からプロセス中に

フロン類を使用しない方式の開発を行い商品化致しま

した。また、 PSAによる空気からの際業/窒素分離

装置では、小型から大型まで側広い品揃えを日指して

開発を進めています。

ガス供給技術に必いては、高純度ながスを安全に、

安定して供給するための開発に取り組んでおります。

この分野においても吸省技術を利用した新しい磁品と

して、 SD S (Safe Deli刊 rvSource)があります

これはイオンインプランテーションの工穏で用いられる

アルシンヤホスフィンなどのガスを容器内に充填された

ゼオライトに吸着させて供給するシステムで、安全か

っ高純度というユーザーニースをかなえた供給)i法と

言えます。

また半導体産業に用いられるガスのクリーン化要求

に応えるべく、高純度なガス中の係償景ガス分析技術

のレベルア ップに楠)J的に取り組んでおります.

さらに半導体製造プロセスに問い られる毒性ガスや

地球温暖化につながるガスを処理する特殊除害剤や排

ガス処理装置を開発するなど、保安・環境面の開発に

も傾注しています

ガス利用技術についてはガスの使い万、使い道を提

供するための開発を積極的に推進しており、特に酸素

燃能分野につきましては、通産省の補助金を受けて微

粉炭または重油の酸素燃焼により鉄スクラ ップを溶解

できる新技術の開発に取り組んでおります。

スタティ ックな研究開発を担当するつくば研究所

会社概要

資本金 270{~

従業員約1850人

本社

〒10!5 東京都港区両新横1-16-7

電話代表 (03)358]-8200 

プラント事業本部技術開発部

〒21() 神昔話川県川崎市川崎医小島町6-2

電話代表 (044) 288 -6800 

支 社:東京、大阪など7支社(同内)

支庖 ・営=業所:千袋、大分など36ヶ所(間内)

工 場:JlI崎、小山、 三重、北九州ほか

海外関係会社:33社
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明治大学理工学部工業化学科吸着工学研究室

(教授はか、院生;D3， 1， Dl， 1， M2， 3 -1， M1， 3 

+3，学部生:10 +3) (+と 11己したのは、本年度中茅原

・之教授が在外崎究中でその敏の学生がこの研究室に

所A局するの意)

私人の実情をご存じない占も多いと思うので、初め

に f研究室Jについて説明する l 大学は講座制、ある

いは学終日制のいずれかを保m出来ると法律にある。

多くの弘太は学科目制をとる 同，'1.)には必然的に議梅

制で教授・助教授の組が出来るが、私大では専任講師

から一人で研究室を持つことが出来るa ただし職絡に

よる大学院生指噂の可否は太ヴ・ごとに変わるようであ

る》本学科は学部定員(臨H寺定日増合む)1351'，、大学

院 (仰と前期課程)定只25名、教民は現在総数16名

{他に助手 ])なので、一研究宅あたり約9名の学部伎

と0-10名の院生がいることになる 毎年、 scrap& 

bui1dを繰り返すのは当たりliirであるが、幸いにやる気

のある学生達が入って来れば研究が進む 設備費とし

て年1111約200万円と消耗品代 {丈は午:生の納付金)約

200万円ほどが黙っていても研究室に来るe ほかに例人

研究費30万円と年2回の国内出張費 (学会参加)が大

学からうえられる。小規艇の研究を細々と続ければそ

れでJt..りるらしいが、院生を多数抱えて中型設備を要

する実験 (化学工学系は必然的にそうなる)を行うに

は文部省科研費や企業との共同研究費 (委託研究費や

特定得附金など)が必要となる e こうして定年まで休

まず働くことになる。過去には古谷英二教授、鈴木義

丈I~Gmの同l氏(いずれも本会の奨励賞を受賞)が学生、

助Fとして研究室に滞在したが、成封建をう会げ職位も上

がり独立したので、今は院伎を頼りに一人で研究指専

をしている‘それでも、茅原教授も合めて、 4名の教

l~が物理化学・化学 E学， citff科学などの学科目を担

当し、吸持の分野の研究をそれぞれ違った角度から行っ

ている。
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現在の研究テーマを供げると次の通りである

1.溶剤回収 (粒状活性炭、繊維状活性炭素、ハイシ

リカゼオライトなどによる各輔の溶剤、特に最近は 向

機塩素化合物や代普フロンを対象。二主に固定層での流

通1吸お法を採用し、tj!.ーあるいは多成分の吸着過程と

併生 ・脱雛法を検討)

2，半導体工業などで生成する排気中の塩素の除去

(佐原製作所との共同研究)

3，各種の粒状活性炭を用いた水処理と除去過程の数

値計算 {古くて新しいテーマである。)

4，生物 {膜担持)活性炭処理、あるいはオゾン+生

物活性炭処理による上氷原水や工場排水の処理。(これ

はかなり長期の通水実験から水質分析により有機物の

除去過桂を調べ、さらに微生物の挙動を観察する必要

があり、大変な入手と資金を裂する研究である。あま

り人には勧められない。)

(住版製作所、住友電機械仁柴などとの共同研究)

5，木質系微生物担体を用いた閉鎖水系の水浄化 (浴

ff布機物の生分解の機情解明と除去効果の向上を図る)

(トキコ仰との共同研究)

6，他に茅原一之教揮とPSAの研究、吸婦の分子シミュ

レーション、趨臨界抽出の研究を行っている。

これらの成果は9月上旬の化学工学会秋季大会や10

月間慌の本会研究発表会、米年 5Jjフランスで開催さ

れるFOA6 (:第6回国際吸治会議)、日本水環境学会

などにて発表の予定である

著者紹介:竹内 孫 (1954年収よ工学部卒、京大生研

助教授、米凶Uni¥'，of lowa客員準教授を

経て69年10月から現駿η 何年3月化学工学

会学会賞授賞、本会元会長、名誉会員。分

離技術懇話会会長)



東京都立大学大学院材料物性工学研究室

本学は予成3年4月に者11内から八て子市の郊外に移

転した。移転先は内然環境に忠まれた多摩任陵地で、

新宿より特急で約40分の距離である。移転時期が、 JU
京都の財政面の非常に良い時期であったことから、設

備の質的な画では我々の期待に沿ったものとなった。

しかし、研究室の広さの点では希望どおりとはいかず、

現在では手挟になりつつある。また大学院の屯点化が

各大学で試みられているが、都立大学も予成 9年 4打

より認められた。

研究室は工学研究科工業化学待攻に所崎している b

専攻には11研究室があり、教職員合わせて47名である。

学生定員1;;1:， -学年~A鵠(昼間部)拍手円、 B類 (夜間

部) 12~号、合計60名である また大学院の定員は、大

学院の電点化で修士32名、博士8名と会った 教職員

数に対し学生数カf非常に少なく、少人数教育が建学以

来の教育JH十であり、また特徴である。当研究室には

近沢正敏教授、渡辺徹助教授、武井孝助手、藤正督助

手カ明r属している。今年度は大学院学生、博上課程2

名、修士課程8r，、学部学lf5.r，、計19名の所帯であ

る。研究室のJi針、所究内容の概略および吸着に関係

探い点を紹介する。

研究室の立場 :新しい有用材料を開発するには、材料

の利用すべき性質がどのような原理で発現するかを、

分子、イオン、 l原子などのミクロレベルで理解すると

岡崎に、そのような性質を発現させるべく組成やその

分命、結合状態、結品、非晶、高次偽造などを締官に

制御する必要があるr すなわち材料物性て学が重要で

ある 物質に加えられた物理的 (1J、熱、光、電磁気

的)、化学的作聞や刺激は、まず品初に表面、界面に加

えられ、応答も表I語、非商、ある厚みをも った層の物

理的、化学的性質に並:接に|刻係して発牛する。したがっ

て表面々表面栂あるいは薄膜のミクロ的構造制御、機

能化が新しい高性能、高機能材料の開発創製仁徳めて

重要である。

研究内容 :無機回体材料開発のため、原料、中間製品

である無機粉体の表面や表面婦のキャラクタリゼーショ

ン、それらの知見を基に表面の物理的、化学的な改質

や制御による粉体の表而設計、粒子設計、粉体の機能

化を目指している また浴i夜中での錯体の種類や包括

反応機備の制御による種々の金属薄膜の作製とその高

機能化を目標としている。

吸着に関する研究テーマは、以下のように大きく 二

つに分けられる"

1 . 粉体表面のキャラクタリゼーションおよび吸着層

の機造と物性

つは、粉体材料8iO"CaCOl， Ca，0(PO. ) ~(OlI ) t 

を試料とし、その長商の構造と物性、例えば、表面有

能基の極額やタイプ、長、そして吸着性、反応性、酸 -

l孟基性、結品構造なと争の正確な分析評価万法の確立、

そしてそれらをJ.M使しての表尚の精密評価である }さ

らに同体表面に;形成された吸着肘の構造と物性変化に

与える吸着射のJ!tみや固体表面の影響を、相変化温度、

常度、表面接hの変動から明らかにすることを試みて

いる。これらの解明により吸着に関係する理論式m:el.

vin式)中の物性値の妥当性などが初めて議論できると

同時に、理論式の適用限界、あるいは修正の必要性な

どが明らかにできると考えている。

2. 粉体表面の改質機能化

粉体は表面積;が大きく各種物性は表面支配である

それ故粉体を分散、粘結、圧縮‘焼結の各状態で利用

する場合でも、表面改質により粉体の機能向上、最終

製品の高性能化、高機能化を削る ζ とがロJ能である

冊究室では、 SiO ~やCaCO ，1表面の改質によるミクロ物

性変化、例えば、吸着nや浸漬熱の変化、改質Z容や被

覆率変化による改質基の大きさや形などの幾何学的構

造変化、集合状態、運動状態などの分子オーダーでの

ミクロ的物性変化と、分散時好性、接触角などのマク

ロ的物性変化との問の定量的相関関係を明らかにする

ことを目指している。これらの解明により炎商設計、

粒子設計が初めて可能である。これらの検討を、実験

およひも101ecularDynamics'こよるシミュレーシヨン

から行っている。また粉体工学的に重要な付着凝集の

機構解明もAFMの測定から行っている。

'T'okyo Me!tropolilan University， Graduate 

School of Bngineering， Material Chemistry 
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Adsorption 

J ourna J of the lnlernational AdsOl'plion SocieLy 

Inslructions for Authors 

Aulhors are encouraged to submil high qualiLy， original work thaL has nol appeared in， nor is under con-

sideration by， oLher jouroals. Papcrs that havc appeared in conferElI1ce proceedings may also be consid-

ered， but this should be 50 indicated at the time of submission. 

PROCESS FOR SUBMJSSIO 

1. Authors should submit (OUl' copies of thcir manu5cript to: 

〒106 東京都港区大本本7-22-1 

東京大学生産技術研究所 Phone: (03) 3408-1483 

A5ia Regional Editor Fax: (03) 3408-1486 

迫田1主義 E・mail: sakoda@yal'i.iis. u-tokyo. ac. jp 

2 . Authors a.re strongly encouraged to use Kluwer's ]J¥'1'r;X journal style f'ile. Please see 

ELECTRONICFORM section below. 

3. Indlcate as many as fi¥'c categorie5 describing the conLeot of the paper prominenlly on tho covcr 

pageof each manuscripし ThesewilI be used for indexing. and wilI make 1t easier to find. Suggcstcd 

ca tegories are 1 isted below. 

4. Enclose original illustrations， in lhe stylc descrlbed bolow， with one copy of the maouscl'ipt. 

Photocopies of the illustrations may accompany lhe other four copi日sof the manuscript. Original il-

lustrations may be submiLted once the paper is accepted. bul this may cause dclays in publication. 

5. Clear匂 indicate，00 a separate page or co刊 rlett町， the fulI add ress of the contact aulhor (to whom 

correspondence， page proofs， and reprints shouJd be sent). PJease indicate a teJephone num ber， fax 

number， and e-mail address， if avaiable. 

6. Three copics of any referencc tha.t is unavailablc to the public (e. 15.， a papel' submilt.ed or inpress elsc-

where) musl be provided. 

TYLE FOR MANUSCRIPT 

1. Typeset， double-spaced; use one side of sheel only. Paper size should be 8.l-ix 11 inches， if possible. 
LaSer printod. typewrittcn， or good quality pholocopy is accept.able. 

2. Use an informative title (no more than 140 char-8ct.ers and spaces long) and pr-ovide an abstracL of 100 

lo 2∞words al the beginning of the manuscripl. The abstract should be a carefully worded descI叩-
tion of thc problem or study， containing succincl objectives， the I<ey ideas inLroduced， brief quantita-

ti¥'e and qualitative resuJts， and conclusions. 

3. The text should include an introduction written for non-special iSi， the main body， discussion， and 

conclusions. Unique symbols shouJd be defined in tbe text， and a11 symbols shouJd be defined (in-
cJuding unils) on a separate Jjst under the beading NomenclaLul"e， following the concluslons. Units 

should conform 10 the S1 system， though aJtcrnale units msy be provided in addition to， but not in-

stead of， sr unils. 
4. Cilations of references in the lexl， lables. and figure caplions should be by author， both authors when 

there are lwo， or first aulbor et aJ. when lbere are or more， and year w1tb a Jower case letler when ci-

talioos would otherwise coincide. (See 8， below.) 

5. Equations 01' other mathematical expressions should be type (01' marked) exaclly 8S t.hey should ap-

pear. Variables sbould appeal' in italics (01' 1'0mao type with underline)， constanls as roman type， 

matrices and veclors in boldface lype (01' roman type wilh W8Vy underline). 1t wil1 be assumed thal 

characters in equations are ilalicized. unless the best breaks for t~qualioso in CQse they will ool fil on 
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one line. Equations should be numbered sequentiaUy. flush at the right margin， and should be 1・9-

fer1'ed to in the lext as， Eq. (5) excepl aL ueginojng of a sentence when Equation should be spclled oul. 

6. Acknowledgmenl of fina.ncial support or intellectual contribul.ions may bc given， afte1' Ihe conclu-

sions but befo1'9 the nomenclatute section. 

7. 'I'he nomenclalure sheet should iist each symbol used in the pap，ar. aJong with a short verbal descl匂・

Lion and appropriate units， such as: ni = adso1'bate loading of component i， mol/kg. 

8. A sep担'atereference sheet， fol1owing nomenclature bul preceding tables and figures， should lisl a11 

references cited ln tbe lexL. They should be arranged in alphabetical order according lo the author， 

and should give ful1 informalion including: Last names and ioitials of each aulho1' (01' editor); tltle 

of the paper， repo吋， palent.;name of the journal or book; page numbers; volume: and year oI publi-
cation wilh a lower case leLter when cilations would otherwise e，oincide. Refer lo Chemical Abslrαcts 
fo1' abbreviations for }ournals. 'I'he follow.ing formats are enじouraged.

Papers: Lasl. name of Cirsl author. inuials， following by inilials and last name of additional au[hors， 
liLIe ofpapel' (in quoles)， publit!al.ion name (in italics)， VOJUIDI3 (in boldface)， page number raoge， 

and year.in parenlheses. For exa.mple: Cheng， H. C. and F. B. ]五日，“Separationof Helium-Mcthane 

Mixtures by PressurcSwing Adsorption"， AJChEJ.， 31， 95-102 (19邸)• 

Books: Last name of firsl author 01' edilor， ioitials， followcd by jnitials and lasl nam自 ofadditional 

author(s) or editor(sl. book title (in it13Jics)， page number range 01' cbapter number， pubJisher， city， 

year. For example: Yang， R. T.， Gω Sepαration by Adsorption Processes， pp. 2制唱285.

Butlerworths， Boston， 1987. 

Proceedings or Edjted sooks: LasL name of first aulhor， in.ilials， l'ollowed by .initials and la51 name 

of addilional aulhor(s)， chapler name.ln quolalions. book titl，e (in ita!ics)， inil1als followed by last 

name of ecuior(s) (Ed.)， page nl.lmuer range 01' chapLel' nurnber， publlsher， ciLy， year. For example: 

Ausikailis， J.P.，“l'risiv Adsorbent一一 TheOptimizatioo of l¥/lomenlum and Mass Transporl via 

AdsorbenL Particle Shape ModiIicalion". FundQ1n. 01 Adsorption， A. L. Myers aod G. Belforl 
(Eds.)， pp. 49-63， Engng. Fou.nd. New York， 1984. 

STYLE FOR lLLUSTRATlONS AND TABLES 

1 • Original figures and phologl'aphs should be sharp， cleal'， and of good conlrast， and be p1'epared on 

separale sheets. Use 8，Vzx 11 in. (22X29cm.) pap邑r，江 possllJle，fo1' figul'es. N 0 draftlng 01' artwork 

will be performed uy lhe publishel'. Pholographs should be in black and white， glossy prints. of any 

reasonable size.トJumbere8ch origioal 00 lhe back side， and provide lhe lasl oames of the aulborイs). 

2. Each figure should be mentlooed in ~be texl， and numbered sequentialJy using A1'abic nume1'als. 

LeLtering should be large enough Lo be legible when thc figure is reduced to a width of 7 cm (3 in.); 

a minimum suggested height after reduction is 3 mm. (1/8 in.) Captions of al1 figures sbould be 

listed 00 a separate sheet， e. g.. Figure 4. Effect of energetic heterogeneity pararoeter， 1， on isostatic 

heats of adsorption. AlJ figures should be placed， 1n sequence， at山every end of the paper. 

3. Eacb table should be mentioned in the text. and numbered sequer比iaJlyusing Arabic numerals. 88Ch 

lable should be lyped On a sepa1'ate sheet， and should be apJPended to the maouscl'ipt after the 

References and before the fjgul'es. 

OTHER DET ATLS 

Page pl'oofs w社1be s自ntto the contact author fo1' proofing. unless otherwise informed. The proofread 

copy should be received back by the publlsher within 72 hours lo avoid delays in publishing. 

It is the policy of l{luwer Academic Publishers to own th日copyrighlof all contribulions il publishes. 1'0 

comply witb lhe U. S. Copynghl しaw，authors are required lo sign al copyrighL transfer form before pub-

jication. 'I'his form returns Lo authors釦ldlheiremployers fuU right， lo reuse their material fo1' lbeir own 

purposes. 

Each contacl aulnor wilJ be senl50 free reprints，山11essotberwise informed. Additional repr包 tsmay b白

ordered from the Publisher. An order form will be seot to the cont:act aulhor wiLh the page proofs. 
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Pal"tial List of Ca.tegories of Paplers 

1. Adsorbcnls-a. materials (cal"bon. zeolitc， silica， alumina， mcltsl oxide， polymcric， syntheUc， clay， 

soil， biomass， elc.): b. synthcsis tcchniqucs; c. 8ctivalion; d. chllracleri7，ation of slruclure; e. charac-

terjzation of properties: f. applicalions 

2. EquiJibrium- a. theory: b. semi-empirical models; c. experimenlal dala: d. measurement Lech-

ruques; e. multlcomponcnt; f. gas phase: g. liquid phase; h. supercrilical; i. mulliphase; j. intorfaces; 

k. pore condensation 

3. Diffusion 8nd KineticS" a. mathematical models; b. experiment.al dala; c. measurcmentmcthods: d. 

inLraparlicle diffusion; e， fluid-lo・parliclemas昌 lrans(el':f. dufusion 

4. l1eat Effects a. heal of adsorption; b. calorimetry， c. heal transfer; d. heat pumps: e. thermal 

desorption 

5. Pl"ocesses and Applications a. chemical: b. biochemical; c. environmental; d. pharmaceutical: e. 

0" excha.Jige; r. surfaclal1ts; g. chromatog1'8phy; h. purification; i. bulk separation; j. fixed bed sys-

tem; k. moving bed syslem; I.simulalion: m. oxpcriments; n. re，genel'alion of adsorbent; o. pressure 

swing adsorption; p. Lcmperalure swing adsorption: q. design procedures 

6. Otber ('onceplS-一一a.hybrid processes; b. simultaneous adsorptaon and reaction 

関連学会のお知らせ

第13由化学工学展望シリーズ
日比新の水処喫技術動向とU苦情 排水の1-i効利m -J 

よ 1訟 ft~.ム j.'会関l苛支部

|必 後近鋭化ヤ協会・炭素材料常会・日本化学会近銭支部・日本吸着学会.(:j 4'8~'f.会・ IJ 本水環境学会

日時 11月1211(水)- 14日{後)

会場太阪wn支持『センタ -1 階40 1 月'J'~

{大阪市両院初本町 1-8 -" • 'Ill&606-4-t3-5324) 

〈交必〉地ドn四つ右高級 f本町j駅下''':.~ヒへ徒歩約 7 分
( 11月12白 {水))

1.水処湾t支紛の働向と展望 (10泊。 、11:20) (京大工)，[-;1有功氏

2 . 光触煤による~)~'*処~技術の動伶!と~~ (11:30-12:30) (矧il毛凶大君主t資料併七)付制，at行氏

3.分雛膜をJ羽いた行下水処理J支術の動向とJjl望 (13:30-14:30)(阪市工研)小山 i尚氏

4. ft分解性物質の活性汚泥処煙 1敗令物の消長と中間代議物の生成(14:30、 l ~i:30 ) (阪大工)勝回正憲氏

5. 活性炭.キレー ト樹脂によるlJ~水処F電波術の動向と展鰐 15:40-16:40) (日本側水)板恒孝治氏

( 11月13日(木))

6.水質問速の規制動向と展望t( 9.30 10:20 (大阪府生活環縫局)厚手宇弘志!¥:

7. ボイラ水処珂J支術の動向と展笠 一一 再をみ処理法、節度1吏水般化ナトリウム処~q・Fの新技術について 一一

(10:30-11:30) (中総ut力)寓ぬtE泌氏

8. 悶政循環冷却水系の水処理筏f~t動向と J長宅 ( 11:30 、 1 2:30) (片山化学ム来}大熊iE道氏

9.火力発低所持F水の処理ー校術の動向と泌常 (13;30-14:30) 0果関工業)八図 式氏

10.食品雫界における処埋技術の動';'1と泌匁 (14:40-15:10) (サント 1)ー)徳回目制氏

11. r章子業界における処理銭街の動向と Ja~ 15:50-16:501 (アイテス)上野俗良氏

(11月148(金)) 

一一排水処理ぬ設の見学会 (10:00-16畑一一

JRびわこ線 「依il":J駅前 10:00集合

1. f水滋処埋織設の見学 (10:30叶 2:0()) 見学先 滋賀県n色湖南申告官処理協股

2.高度処.J3:ぬ投及びプリン ト必仏製造工程の見学 03:30 15:50) 見学先 1:1+ア f.ピー ..Lム附lI!f洲事務所

参 加 費量 38 間: 主催団体個人止会以37 ，0∞円、主総・憐~間体法人会費42.0叩円、大学 ・ 官公庁19 ，ωo円 . 4主主主5.000円.

会貝外7・1 ，000円、会員外学生9，∞0円/ 1 日間 ・ 土品目団体個人正会員16.0ω問、主儀 ・ I~ft団体仏人会f.l 21.∞0向、

太平('官公庁7，∞OPJ、ヤや3，∞0円、会員外32，0∞内.会員外学生5.0∞円

番手加定員議筋100名.見学40名 {定uになり次第締切}

唱F加申id方法 m紙に、 1)氏名、 2)助務先・所属.3)連絡先(邸{史li号 ・包括{f'iサ ・)F'AX).4)参加日を明記のヒ、参加貨を添え

て(現金作伺または銀行桜込[あさひ銀行京町相乞庖tti通預金持l随 113441'1府|法人化学工学会開丙支部 l名義を手1jJ'日 }

お申込み下さい なお.銀行振込みの結合は、必ず送金{予定}日を明記.fさいn

申 込 先 干制大阪市首ぷ靭本町1・8 4 大阪科学技術七ンター6陪化学工学会問i'!Lt~ 電話00-4-1ト悶l、 FAXoo-443-“お
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第 2団 関西コロイド ・界面実践講座

~徴粒子応用技術講座&先端技術見学会~

主催 日本化学コロイドおよび界面化学部会問両支部 ・コロイド懇n吉会

協 賛 応m物地学会 ・近般化学協会 ・高分子学会 ・色材協会 ・情報処理学会 ・触媒学会 ・電気化学協会 ・電気学会・

tl1気通イJ協会 ・11本l吸着学会 ・日本材料学会・日本接着学会 ・114三七ラミ ックス協会 ・日本表面科学会 ・日

本薬学会 ・日本油化学会 ・日本レオロジー学会 ・粉体て学会

日時 半成9年II日10n(月) 9 :30-16:30 

場所 松下電器席議(附技術館

〒570 大阪府守u市八2~' 1'町 3 r目l番 l号 TEL 06-906一世801 FAX06-909-7590 

[交通]地下鉄谷町線「守口市駅」下車 2帯出打より徒歩約15分。または が阪世鉄 「守口市駅」下車、徒歩約15分。

微粒f材料は杭々の分野で研究開発カ吉行われており、製品への応用事例も榊加しています。本講座では応用的な側

面から、微拍子に関わる実践的な話題をその材料に関わるベテランの技術荷の方々に解品していただくとともに、応

用分野・の一つであるエレクトロニクスの先端技術を見学します。

O講演会 (各60分 講 演50分+質疑10分)

第 1講 9 : 35-10 : 35 r導電性カーボンブラ ックJ
講師 三菱化よね楠 久英之氏

[キーワート]製造万法、生成メカニズム、基礎物性、帯電性理論、新艇帯電性カーポンプラ ック

第 2鴎 10:旬、11: 45 rナノ材料j

講師松下tti器産業(楠 釘 宮 公 4 氏

[キーワード]徹扮砕、シナージーセラミクス、ナノ偶遺制御

第 3鵠 12: 45 -13 : 45 r高純度単分散シリカ微粒子J
議師宇部IJ*化成附 戸田和昭氏

[キーワード1ゾJレーゲJレ法、シリ コンアJレコキシ ド、組合化微粒子、 樹脂被積微粒子、LCDスペーサ一、

係機純子

第 4講 13:55-14 : 55 

講師同名l鉱業(側

「記録用メタル磁性体の開発動向J
斎藤和久氏

|キーワード]徴投チ、メタ Jレ粉、磁性体、記録、磁気テープ

O見学会 15 : 15.......16 : 15 

松下電器産業側技術館

{半導体、コンポーネンツ ・ヂパイス、生産技術、情報通信、環境、映像 ・音智、電化 ・住宅設備、福祉・韓康・

医療、カーエレクトロニクス、エネルギー ・照明などにおける先端技術を見学します )

定員 :50名(先君願受付)

参加費 :(要旨鈍 ・昼食費込み) :主催 ・協賛学協会会員12，0∞円、 非会日15，∞0円、学生5，∞0円

参加申込方法 :段。またはFAXで、①氏名、②所属、 ③住所(連絡先 ・郵便昏号)、@電話 .PAX番号、 ⑤会貝

秘別、等を明記のうえ下記あてにお申し込み下さい。お'1-1し込みいただいたfiには後日交通等の案

内とともに請求舎を送付させていただきますので、折り返し郵便振込にてご送金下さい。

申込先 :〒572 大阪府寝屋川前初肝18-8 大阪電気通信大学て学部

日本化学会コロイドおよび界面化学部会関西支部 室符正彰

TEL/FAX 0720-25・4691 TEL 0720-24・1131 (内線2414)c-mail: muroya@isc.osakac.ac.jp 



氏名 :

勤務先 :

勤務先住所 :(〒

電話番号:

Fax番号 :

会員番号 (本会会員)

所属協賛学会名 (非会員)

参加登録申込書

1 .参加登録費 (要旨集 1部を含む)

口日本イオン交換学会会員・一日本吸着学会会員

(A 4に鉱大コピーして御使用下さい)

および協賛学協会会員・............ ...................... .......6，000円

ロ学生会員・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・・・・・・・・2，000円

(予約申込者は上記に1，000円割引)

2 .要旨集 (追加注文する場合)

口日本イオン交換学会会員 ・日本吸着学会会員

および協賛学協会会員・........................................'5，000円

口会員他・.............................................................'5，000円

3 .懇親会 (10月2日)への参加 (参加費 :5，000円)

口参加する

口参加しません

*上記に該当する口にレ印をつけて下さい。

宵上記の費用は郵便振替にて別途お支払いくださし、。

(郵便振替口座 :00220ふ 6166，、名義 :i21世紀の界面現象年会係りJ)

なお、9月25日以降は当日受付にてお支払い下さし、。
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弥長会。ぉdら主:
炭素材料学会第18回基礎講習会

主催 炭点材料学会 協賛 r1府政社下会 他

会期 1997年10JJ3011附 10・00 17:ω 会場化学会館 (r代山Il神凹駿河合)

参加申込締切 定員になり次第締切

プログラム

(!Jえよ材料 一凸くて新しい材料一 (稲鮪 泊夫北海道大・仁学研究科)

③的性炭はなぜ吸4i@が高いのか{金子 克美 子健太 .JE[) 

。 リザウム電池IH成長材料のチム Yクポイントと探討す(中島 剛 京都大 ・仁'γ研究干:十)

①ピyチとメソフ寸ーズを科Jy-する 一配向制御へ向けてー(阿滞節 株j神戸製鋼所)

5炭.Nf付料の微細繊造 ーラマンスペクトルしよる解明ー(Ji仲j 元北仮レリサーチセンター

参加賀 (消費税およびテキスト代合む)炭素材fl'，;!:会正会1115.750円 此北村科学会 佐助会U21.∞0門
学生5，250円 協賛学|品会会見26，250111 非会μ36.750門

参加申込方法 詳細パンフレγト(qJ込書付)を・Jf務局までごdiボドさいω 同紙付随の申込;I}によりお申込ドさい

申込，I~受理後、参加441 - J求 J?を送付いたします

開会先 〒113 *京都JoX区本郷-1-1-1 Jスモス本郷ピル 8F 炭紫材料学会事務局

TEL (03)3815-8514 FAX (03)3815-5829 

、~ '̂'"、"'̂'、う
{心、 丘二 t

u・側、ハ~

。;本王l'f支会貨は 5J] ;ぶまでに納めていただくことになっています (会UIJ抗2条)またお納めにな っていない)jは述や

かに納入してくたさるようお!凪いします~ji!!行振込をご利聞の)iは、「依頼人」柵の先頭に会日番号をご記入くださL、。

O事務I..jでは会日のん々に会貝原舟砿42Eをお送り し、会員必似の縦必中です また、記録民がお下許にある)fはご

侃"1¥2.のうえ返送鞠います また、転1"-;-先不明、転送期間終了などで連絡カf}Rれない方がL、らっしゃいます 転居あ

るいは所属先、部1iが変わった場frは御耐倒でも事務局まで御述絡ください

編 集 委 貝

寄付良広瀬 勉 (熊本大学 l学部} 石川述総 (大阪教育大学)

委 u 金子 克丈 (千葉大ザニJi~~;令部) 上中 勲 (栗田T業)

tT羽利郎{関西熱化学) 問門 情 (京都大サ)

川弁明(:人 ([1本酸来j 近沢 Jr敏 (東京都立大..;::) 

迫田 '4Tλ <JU京大ヴ:) 茅原 -之 (明治入学)

Adsorption Nt'ws Vol.ll ~o. :i (1997) 通巻~o..12. 1凶7年 8J]28日発行
事務向 〒441 愛知県農橋市大fn町食笹ケ Ií: I ~ 1

.e.僑技術科学大学物質'1:学系内

TEL (0532) ....-蜘11 FAX (0532) 48一路33
編集児玉昭雄 {熊本.)t学)TEL (ω6)剖2-泌65 ド:¥Xゆ96)剖2-3679
印刷〒862 熊本.rti渡鹿 ~1 rt18骨 4号

保式会社かもめ印刷 TEL(的6)泌4ー0291 F AX川96)279-3457 

Generlll Secretarv 
JAPA_~ SOCIETYIION ADSORPTIO!': (JSAu) 
c/o Dcpartment q~r ~Iatf.>rials Scu'町 e.Toyohashi UnI¥-ersity o( Technology 
Tempaku.(・ho，To~:ohnshi .141. JAPAN 
Tcl: +81.532..14.68UI Fax: + 81.532.48.槌泊tc/ofvtalerials Scienc(.，) 
I.>mail:jsad~ltulm~. .tut. ac.jp 

Editorial Chairman 11 

Professor Tsutomii HIROSE 
Faculty o( 1-:昭i ~;eeri時・ Kumamoto Univcrsity 
2・39・] Kur()kam~1 Kum削 noto部O.Japan 
Tel: +8].揃 -342-羽附 Fax:+81-96剖 2.3679
E-mail:hirose(a¥gpo.kumamoto-u.8c.jp 

Edilor Akio KODAMA.~IKlImamoto Uni¥'ersity. Tel:+81-96.342.3侃5Fax:+81-96・J.t2-36i9
E-mai] :akodam~:@.gpo.kumamoto-u.ac.jp 

WWW  of JSAd : http://吋Iww.cht>m.kumamoto-u.ac.jp/-jsad/ 
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